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HBV 再活性化アラートシステムの開発と自治体健診陽性者の follow up 
 
分担研究者：是永匡紹 所属先 国立研究法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 
研究協力者：廣田健一(札幌医大）藤岳夕歌(札幌医大）小泉裕子（K 県 K 市）寺澤綾（K 県 K 市） 
 

研究要旨：非専門科医師の認識不足、院内連携の欠如のために、肝炎検査陽性者が適切な
治療に結びついていない現状(国立病院機構肝疾患ネットワークでのアンケート調査結果)
が明らかになった。2014 年 4 月に厚生労働省からも肝炎ウイルス検査施行後、陰性・陽性
に関わらず結果を説明するように通達があり、院内での B型肝炎ウイルス(HBV)、C 型肝炎
ウイルス(HCV)陽性者を非専門医から専門医へ紹介するシステムとして電子カルテアラー
トシステムが注目された。本研究班でもその全国展開を推進し、特に最もユーザーが多い A
社に働きかけレベルアップ時に無償で使用できる体制を構築してきた一方で HBV 再活性化
予防システム開発は不十分であった。研究協力者である廣田、藤岳らは、これまで化学療
法レジメンのみ対応した再活性化予防システムを、①ガイドラインに即した薬剤単独使用
にも対応してHBV関連検査を誘導する②HBV既往感染やHBs抗原陽性者は電子カルテ状にア
イコンが表示される③HBV 陽性者の集計システム④HBVDNA 検査結果が定量可能時には当該
患者カルテを使用しなくてもその結果を表示できるように改良し、来年度に向けて全国展
開にむけて A社と交渉中である。また、K県 K市の小泉、寺澤らは自治体肝炎ウイルス陽性
者に積極的にアプローチを行い、フォローアップに同意された陽性者に年 2 回の受診勧奨
及び、未返信者には電話による受診調査を行い、現システムの問題点を検証した 

A. 研究目的 

わが国には約350万人の肝炎ウイルスキャ

リアがいると推定され（厚生労働省）、ウ

イルス肝炎は国民病であると記述されて

いる（肝炎対策基本法前文）が、いまだ肝

炎検診を受けていないため、自身が肝炎ウ

イルスに感染していることを知らずに社

会に潜在しているキャリアが約 140～200

万人存在するとの報告もある(広島大学 

田中ら)。また、非専門科医師の認識不足、

院内連携の欠如のために、肝炎検査陽性者

が適切な治療に結びついていない現状(国

立病院機構肝疾患ネットワークでのアン

ケート調査結果)もある。 本研究では、B

型肝炎ウイルス再活性化予防システムの

開発・全国展開と自治体陽性者の実態調査

を目的とした。 

 

B.  研究方法 

検討１：肝疾患診療連携拠点病院での電子

カルテベンダーは A,B,C,D の 4 社に分かれ

ており、特に A 社が約 50%を占有している。

これまで、A 社と共同で HBV 再活性化予

防システム簡易版を開発し、本年度よりレ

ベルアップ時に使用可能となっているが

薬剤単体に対応せず、レジメンや抗ガン剤

のみに反応するため、見逃される薬剤が存

在する。更にアラートのみであり、HBV

関連マーカー測定への誘導を行われてお

らず、札幌医科大医療情報企画室と連携を

とり、そのシステム開発を行った。 

検討 2: K 県 K 市では独自で、肝炎ウイル

ス陽性者をコンピューター管理化し、陽性

者には、年 2 回の郵送による調査や電話に

よる受診勧奨を積極的に行っており、その

効果と問題点を検証する 

 

C. 研究結果 

 

検討 1: 
① 肝疾患陽性患者へのアイコン表示 
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HBs 抗原陽性者では「B型疾患」、既往感染
者には「B 型既往」と赤字でアイコンが表
示されるように工夫し、日常でも HBV 感染
者、既往者が一目でわかるようにした。 
 
② 注意喚起メッセージ表示と検体検査
オーダ画面自動起動 
レジメンのみならず、処方・注射オーダに
ガイドラインに沿って登録された薬剤が
order されて場合は、自動的に HBV 関連検
査 order 画面に移動し、HBV 陽性・既往例
あれば、更に HBVDNA 測定画面に移動すす
るように設定した。 

 
 
③HBV 核酸定量検査患者一覧 
HBV 核酸定量測定患者一覧や薬剤毎の HBV
関連マーカー測定数を集計可能とした。 
 
④HBV 核酸定量検査の結果通知機能 

 
HBVDNA が定量可能となると核酸アナログ 
製剤の投与が必要となる可能性が高いが 
その検査結果は、1週間程度かかる場合も 
あり、また対象患者さんの電子カルテを 
開かないとその結果を確認できない。 
 本システムでは当該患者さんの電子カ
ルテを開くことなく、ログインした状態で
もその結果が確認可能である。 

検討 2 : 小地域分科会でのシステムに沿っ

て陽性者で follow up に同意された症例に 

年 2 回ほど受診勧奨を行った。follow up に

同意が得られたのは HBV 陽性者 75%, 

HCV 陽性者 74%との高い同意率を得られ

た、HBV,HCV 間に差を認めなかった。一

方で 1年後までに調査票を返却した陽性者

は、HBV 37%, HCV34%と低値で半数以上

は返信がなく、継続の受診勧奨が必要であ

る。一方で、調査票を返却した 80%弱は、

すでに受診済みであることも明らかにな

り、調査票返却＝受診者ということも明ら

かになった。 

 
そこで、調査票に返信がない陽性者へは電

話による個別勧奨を行ったところ、HCV

の多くはすでに、受診・受療済みであるの

に対し、HBV 症例では陽性を自覚しながら 

自己判断で受診しない、かかりつけ医より 

受診しなくてよいなどの理由が挙げられ

た。電話連絡に関しては、調査票を送る際

に、名刺や担当名を記入し、陽性者の家族

にも認知されるように努めた。 
 

（考察） 
既往感染からの HBV 再活性化はリツキシ

マブ投与例で約 8%と報告される一方で、

その見逃しは重症化を来たすケースも存

在する。認識不足、HBVDNA 未確認等で 

ガイドライン通りの検査が行われていな

い可能性があるため、本システムを有効で 

あると考えられる。仮導入施設では HBV

関連の検査数が上昇し、これまで薬剤によ

っては必要であった HBV 検査が行われて

いなかった可能性があり、今後は無視され
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やすい薬剤、アラートシステムに反応しな

い医師への対応が望まれる 

重症化予防化に基づき、陽性者へ査票を送

る形で現状調査を行っても、約半数以上か

ら返信がなく、その対応が急務である。 

また返信しない陽性者では、HCV はすでに 

受療中の症例も存在した一方で、HBV では 

様々な理由で受診をしておらず、また、慢

性肝炎以外は定期治療助成制度を受ける

ことができず。その対策は急務である。 

 

D. 結論 
電子カルテを用いた HBV 再活性化予防シ
ステムを開発し、その有用性を確認後  
全国展開予定である。 
治療薬進歩や啓発効果により HCV は受診 
受療へと結びついている可能性があるも、 
HBV に関しては早急な取り組みが必要で
ある。 
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